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       萩原賢和の文字塔 

 萩原賢和（けんな）は、江戸後期に利根沼 

田で「東入りに過ぎたるものが二つある。賢 

和の筆に園原騒動」とうたわれた書家で、生 

方鼎斎（ていさい）、高橋不可得（ふかとく） 

らとともに利根の三筆とよばれていました。 

 利根町には、萩原賢和が書いた石塔が根利、高戸谷の産土

神社（写真上）、日影南郷の薬師堂（写真中段）にあります。 

        高戸谷の産土神社石塔は高さが約 2 ㍍、

幅は約４０㌢の石に「道祖神」と彫られ、天

保４年９月に建てられたものです。 

        日影南郷の薬師堂にある石塔には、「百八

十八番供養」と正面に彫られています。 

        側面には、「先祖代々 爲菩提也」「天下太

平 國土安全」と彫られており、裏面には萩賢和と名前が彫

られ、建てられたのは寛政元年六月です。 

         小森の草地 

 小森の草地は、明治４３年（１９１０）苗圃がつくられ、

戦後には小森開拓地となり、現在は牧

草地として活用されています。 

           栗原川林道（追貝側から）は通行止

めとなっていますが、小森の草地まで

は車でいくことができます。 
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 大東議員は一般質問で、地域の自主防災組織と市との連携をすすめ、地

域の防災力を強めるとともに安全な避難ができるよう地域と一体となった

取り組みをすすめるよう求めました。 

市長は、「講座や防災訓練をおこない、地域防災力の 向上に取り組んで

いる」と答え、地域との連携については「沼田市防災訓

練への積極的な参加を促し、地域との連携を図っている」

と答えました。 

 大東議員は、地域の特徴を把握しながら地域と協議を

し、早めの避難など対策をすすめるよう求めました。 

 戦争させない利根沼田実行委員会が提出した「日米地

位協定の抜本的見直しを求める意見書」の提出を求める

請願は、総務文教常任委員会で採択され、23 日の本会

議でも全会一致で採択され、意見書が提出されました。 

 意見書では、「米軍基地から派生する様々な事件や事

故等から国民の生命・財産と人権を守り、抜本的な解決

のためには日米地位協定を抜本的見直す必要がある」と

し、日米地位協定を抜本的に見直すことを求めました。 

 高崎城址公園で１９日、「戦争法強行 5 カ年抗議！９．

１９群馬大集会」が開かれ、日本共産党、立憲民主党、

社民党の代表が、「市民と野党が力を合わせ、アベ政治を      

引き継ぐ菅政権を一日  

も早く終わらせよう」と

訴えました。 

              集会には県内各地から

350 人が参加し、集会後

は、高崎駅までデモ行進

をおこないました。 

 9 月定例市議会は 23 日、本会議が開かれ、令和元年度沼田市一般会計

及び特別会計 7 件の歳入歳出決算の認定、（仮称）沼田市武道場新築工事

（建築工事）請負契約の締結などの採決がおこなわれ、閉会しました。 

 令和元年度沼田市一般会計及び特別会計7件の歳入歳出決算の認定につ

いて日本共産党議員団は、「幼児教育・保育の無償化」を 4 月から実施し

たことなどを評価しながら、保育の副食費が月 5 千円となったことは、所

得の低い世帯には負担増となることや中心市街地土地区画整理事業の進捗

率が４４％で、いつ完了するのか目途が立たず、住宅の建て替えもままな

ないら人もいるなどの問題点を指摘し、高齢者などが気軽に安心して利用

できる移動手段の確保、国保税を組合健保並みに引き下げることなどを求

め、市民の願いにこたえる市政運営に努めることを要望し反対しました。 


